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県立広島大学大学院総合学術研究科
情報マネジメント専攻の理念と目標

総合学術研究科は、広い視野と応用実践能力を兼ね備えた「地域で活躍できる人材」

「国際的に通用する人材」の養成を目指しています。そのために優れた研究者と高度

専門職業人の養成機能を強化するとともに、社会人に対して更に高度な教育機会の

確保を図っています。また、社会や時代の要請に柔軟に応対しながら、地域に根ざした

高度な研究を行い、その成果を地域に還元していきます。

情報マネジメント専攻は、情報学と経営学をシステム科学分野、社会科学分野及び企業

マネジメント分野に分け、３分野の学問を包含した横断的な教育プログラムを提供する

ことにより、各分野のさらに高度な専門知識を教育・研究し、情報化と企業マネジメント

の高度化及び各分野における研究開発に対し、指導的役割を果たす人材を養成します。

情報マネジメント専攻大学院生研究室 経営情報システム演習室
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大学・大学院の沿革

広島県立大学開学

（前身は広島農業短期大学（昭和 29 年４月開学））

広島県立大学に大学院経営情報学研究科（修士課程）開設

広島県立大学に大学院経営情報学研究科（博士課程）開設

県立３大学（広島県立大学、県立広島女子大学、広島県立保健福祉大学）の統合・

再編により、県立広島大学開学。同時に大学院も統合・再編により総合学術研究科（経

営情報学専攻、人間文化学専攻、保健福祉学専攻（いずれも修士課程）、生命シス

テム科学専攻（博士課程前期・後期））開設

公立大学法人県立広島大学設立

経営情報学専攻からの名称変更により、情報マネジメント専攻開設

５年一貫教育プログラムとET （English Track） 開設

平成元年４月

平成６年４月

平成 10 年４月

平成 17 年４月

平成 19 年４月

平成 28 年４月

平成 28 年

広島県立大学（平成元年 4月～平成 17 年 3月） 県立広島大学（平成 17 年 4月開学）

情報マネジメント専攻の特色

情報マネジメント専攻の教育研究の特色

●最新の情報理論・マネジメント理論、および情報科学教育・マネジメント科学教育を

　重視します。

●学部教育との接続を重視したカリキュラム構成を採用し、課題解決能力の飛躍的向上

　を目指します。

●大学院における研究成果の地域社会への公開と還元を実施します。

●講義と演習の提供により、実践力と研究開発力を着実に向上させます。

■ クオーター制採用

■ 推薦選抜、一般選抜（社会人も応募可能）、留学生選抜

■ 昼夜開講

専攻主催学術講演会（招待講演） 修士論文発表会
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教育研究組織図

教育分野 研究対象 研究分野 担当教員

情
報
シ
ス
テ
ム
分
野

情
報
社
会
科
学
分
野

企
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

各種情報システムにおける諸問題

解決の方法論と実践を研究対象と

する。

現代社会が直面する諸問題解決の

方法論と実践を研究対象とする。

企業・行政・NPO など経営組織

における諸問題解決の方法論と実

践を研究対象とする。

計算知能システム
マルチメディア情報システム
データベース
情報環境システム工学
環境情報処理学
情報セキュリティ
応用情報システム
適応情報システム
情報ネットワーク研究
適応ファジィ制御システム

動的システム研究

統計モデリング

知的生産システム

管理会計学

マーケティング

金融システム

財務会計研究

経営戦略論

ナレッジ・イノベーション・パターン
の国際比較に関する研究

ファイナンス

ビジネスモデル研究

市村　　匠
宇野　　健
岡部　正幸
小川　仁士
折本　寿子
佐々木宣介
重安　哲也★

肖　　業貴★

陳　　春祥
韓　　虎剛★

重丸　伸二

冨田　哲治

広谷　大助

足立　　洋

粟島　浩二

塚原　一郎

橋上　　徹

朴　　唯新

平野　　実

村上　恵子

矢澤　利弘

★生命システム科学専攻博士課程担当教員

�F�a�c�u�l�t�y� �M�e�m�b�e�r�s

Area Research  Theme Name

Takumi Ichimura
Takeshi Uno
Masayuki Okabe
Hitoshi Ogawa

Hisako Orimoto
Nobusuke Sasaki
Tetsuya Shigeyasu★

Yegui Xiao★

Chunxiang Chen
Hugang Han★

Shinji Shigemaru

Tetsuji Tonda

Daisuke Hirotani

Hiroshi Adachi

Kouji Awashima

Ichiro Tsukahara

Toru Hashigami

Yousin Park

Minoru Hirano

Keiko Murakami

Toshihiro Yazawa

・Computational intelligence
・Multimedia information systems
・Database engineering
・System engineering of information environmental
   systems

・Processing of environmental information
・Information security
・Applied Information systems
・Adaptive systems
・Information networks
・Adaptive fuzzy control systems

・Dynamical systems

・Statistical modeling

・Intelligent production systems

・Managerial accounting

・Marketing

・Financial system

・Financial accounting study

・Strategic management

・Global knowledge innovation management 

・Finance

・Business model

Information

Systems 

Information and

Social Sciences

Corporate

Management

★ Supervisor of PhD students in Doctoral Program of Biological System Science of PUH.

4 5



教育研究組織図

教育分野 研究対象 研究分野 担当教員

情
報
シ
ス
テ
ム
分
野

情
報
社
会
科
学
分
野

企
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

各種情報システムにおける諸問題

解決の方法論と実践を研究対象と

する。

現代社会が直面する諸問題解決の

方法論と実践を研究対象とする。

企業・行政・NPO など経営組織

における諸問題解決の方法論と実

践を研究対象とする。

計算知能システム
マルチメディア情報システム
データベース
情報環境システム工学
環境情報処理学
情報セキュリティ
応用情報システム
適応情報システム
情報ネットワーク研究
適応ファジィ制御システム

動的システム研究

統計モデリング

知的生産システム

管理会計学

マーケティング

金融システム

財務会計研究

経営戦略論

ナレッジ・イノベーション・パターン
の国際比較に関する研究

ファイナンス

ビジネスモデル研究

市村　　匠
宇野　　健
岡部　正幸
小川　仁士
折本　寿子
佐々木宣介
重安　哲也★

肖　　業貴★

陳　　春祥
韓　　虎剛★

重丸　伸二

冨田　哲治

広谷　大助

足立　　洋

粟島　浩二

塚原　一郎

橋上　　徹

朴　　唯新

平野　　実

村上　恵子

矢澤　利弘

★生命システム科学専攻博士課程担当教員

�F�a�c�u�l�t�y� �M�e�m�b�e�r�s

Area Research  Theme Name

Takumi Ichimura
Takeshi Uno
Masayuki Okabe
Hitoshi Ogawa

Hisako Orimoto
Nobusuke Sasaki
Tetsuya Shigeyasu★

Yegui Xiao★

Chunxiang Chen
Hugang Han★

Shinji Shigemaru

Tetsuji Tonda

Daisuke Hirotani

Hiroshi Adachi

Kouji Awashima

Ichiro Tsukahara

Toru Hashigami

Yousin Park

Minoru Hirano

Keiko Murakami

Toshihiro Yazawa

・Computational intelligence
・Multimedia information systems
・Database engineering
・System engineering of information environmental
   systems

・Processing of environmental information
・Information security
・Applied Information systems
・Adaptive systems
・Information networks
・Adaptive fuzzy control systems

・Dynamical systems

・Statistical modeling

・Intelligent production systems

・Managerial accounting

・Marketing

・Financial system

・Financial accounting study

・Strategic management

・Global knowledge innovation management 

・Finance

・Business model

Information

Systems 

Information and

Social Sciences

Corporate

Management

★ Supervisor of PhD students in Doctoral Program of Biological System Science of PUH.

4 5



計算知能システム　Computational Intelligence

市村　匠（教授）　Takumi ICHIMURA（Professor）
082-251-9534　ichimura@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
Deep Learning has the hierarchical network architecture 

to represent the complicated features of input patterns. The 
adaptive learning method that can discover the optimal network 
structure in Deep Learning realizes to construct the network 
structure with the number of hidden neurons and layers during 
learning phase. Moreover, the real world applications related to 
soft computing techniques such as neural networks, evolutionary 
computation, and swarm intelligence have been developed. 

研究概要
人工知能レベル 4 に分類される Deep Learning（深層学習）

について、理論的な研究を行い、実問題に適用する研究を行っ
ている。多様な情報が集積したビッグデータの分析において、
深層学習は従来の手法に比べ、高精度な能力を保持している。
本研究室では、AI・IoT 技術の推進を図っており、複数の
共同研究が行われている。実用問題に適用可能な構造適応型
深層学習法は、複数のベンチマークテストにおいてベストな
分類精度をもつ。さらに、本研究室では、進化計算、群知能、
免疫システム、強化学習など計算知能システムに関する手法
についても理論的研究を行い、実問題に適用した実績をもつ。

研究課題
1）Deep Learning に関する研究
2）ニューラルネットワークに関する研究
3）人工免疫システムに関する研究
4）群知能による最適化に関する研究

最近の主要論文
1）S. Kamada, T. Ichimura, et al., “Adaptive Structure 

Learning Method of Deep Belief Network using Neuron 
Generation-Annihilation and Layer Generation”, Neural 
Computing and Applications（2018）

2）鎌田真、市村匠、“リカレント構造適応型 Deep Belief 
Network による時系列データの学習”、計測自動制御学会、
54 巻 8 号 p. 628-639（2018）

ロップアウト兆候などを自動的に判別するシステムの開発等
を行っている。

その他、Web とリアルタイム共有を使った、様々な新し
い学習支援システムや、android 端末を利用したシステム等
を企業と共同で開発し、その運用実験を行っている。

Fig.1 C 言語学習支援システムの概要図

研究課題
1）Web 上での C 言語学習支援システムの開発
2）マルチメディア Web システムの応用に関する研究
3）AR（仮想現実感）を用いた教育支援システムの開発と応用

最近の主要論文
1）C 言語学習支援のための Web 上でのプログラミング環境

の開発、宇野、二階堂、県立広島大学経営情報学部論集、
第 5 号、pp. 77-84（2013）

2）C 言語学習のための Web 上でのプログラミング教育環境
の開発、宇野、畝川、県立広島大学経営情報学部論集、第
6 号、pp. 35-42（2014）

宇野　健（准教授）　Takeshi UNO（Associate Professor）
082-251-9549　uno@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
We research the visualization of information which uses 

multimedia , the development of Web applications, and 
operational experience using it for problem-solving. 

For example, we developed“Programing Environment on Web 
for C Language Study Support”. Source description, compiling, 
and execution of C Language are possible on the Web regardless 
of the location, and also it enables you to record detailed study 
history data on a server. This data is utilized in the development 
of the system which provides feedback to students for a learning 
context in real time. 

In addition, we also perform various new study on supporting 
systems using the Web and real-time sharing. 

研究概要
本研究室では、マルチメディアを用いた情報の視覚化と、

Web アプリケーション開発を主とした、情報システムの開
発と応用に関する研究を行っている。システムは単に開発す
るだけではなく、実際に教育現場での運用や、企業や官庁と
の共同開発・運用実験を行うなどし、問題解決のための実践
的な研究を行っている。

一例として、現在本研究室では、Web 上で C 言語のソー
ス記述、コンパイル、実行が可能な、「C 言語学習支援シス
テム」を開発している。場所を選ばずに C 言語学習を可能
とするほか、詳細な学習履歴をサーバに記録することによ
り、学習のフィードバックを可能とするシステムである。こ
れを実際に本学の授業において運用実験しており、大量の学
習履歴データを蓄積している。これらのデータを活用し、学
習状況をリアルタイムにフィードバックするシステムや、ド

マルチメディア情報システム　Multimedia Information Systems
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そして新たなシステム構築へのフィードバック、さらにはノ
ウハウを身につけた人材の育成という多面的なアプローチに
依る必要がある。

本研究では、実システムの設計・構築に足場を置き、システ
ムの果たすべき役割と実装すべき機能の整合性と一貫性に関す
る検証、ヒューマン－マシンインタフェースの最適化に関する
検証、システムが及ぼす環境影響に関する検証を柱に、情報環
境システムのあるべき姿を考究していく。また、人材育成の観
点から、新たな情報教育の教材開発について研究する。

研究課題
1）PC 周辺環境が人体に及ぼす生理・心理的影響の推定・

評価
2）情報教育における学習支援／教育支援環境の構築・評価
3）大学運営に役立つ実用的な Web システムの構築・評価

最近の主要論文
1）小川仁士、佐々木宣介、宇野健、LAN のメディアアクセ

ス制御方式を学習する CS アンプラグド教材の開発、情報
処理学会第 77 回全国大会、講演論文集（プログラミング
教育・IT 教育）、4-577、4-578（2015）

2）邵彬彬、濱本健太、小川仁士、肖業貴、他者との相対的
なデータ比較に基づく環境電磁波の警告システムの研究
開発、FIT2016 第 15 回情報科学技術フォーラム、477-478

（2016）
3）B. Shao, K. Hamamoto, H. Ogawa and Y. Xiao, Research 

and Development of Warning System for Electromagnetic 
Environment Based on the Relative Data Comparison 
with Others, Proceedings of Life Engineering Symposium 
2016（LE 2016）, pp. 36-39, （2016）

小川　仁士（教授） Hitoshi OGAWA（Professor）
082-251-9799　hogawa@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
Information environmental systems assisting human life 

and business should be harmonized with the surroundings 
including human and nature. It is necessary to depend on a 
multipronged approach to achieve this purpose. In this study, 
through designing and developing real information systems, 
their consistency, integrity, adaptability and influence on 
the environment are verified. The development method of 
new teaching materials for information education is also 
investigated. 

研究概要
携帯電話やパソコンなどの情報通信端末は、高度情報化社

会の創出に必要不可欠なアイテムとなってきている。一方、
情報通信技術の有効利用のためには、セキュリティの問題、
デジタルデバイドの問題、さらには電磁環境問題など複雑多
様な問題複合体を相手にしなければならない。そして、その
解決のためには物理・生理・心理・倫理など異種分野を包含
する価値観、および、これに基づく方法論の導入が不可欠で
あるように思われる。

すなわち、人間の生活や仕事をアシストする目的で構築さ
れる情報システムは、人間中心とまではいかないまでも周囲
の環境と調和して、その存在を意識させることのない（ユビ
キタスな）情報環境として活用されるべきであると考える。
この目的を達成するためには、要素技術に関する研究のみで
なく、実践的なシステム構築と評価に基づくノウハウの蓄積、

情報環境システム工学　System Engineering of Information Environmental Systems

ドメインの知識を活用する転移学習に関する研究も本テーマ
に含まれる。Ⅱについては、機械学習によって得られた予測
モデルの解釈性を向上させるための方法に関する研究であ
る。判定を行う際の各特徴の重要度および予測性能に対する
寄与度の高い訓練データの算出方法やその可視化手法の開発
に取り組んでいる。Ⅲについては、ユーザからのフィード
バックに基づき対話的に情報検索・推薦結果を修正可能なシ
ステムの構築、フィードバック情報をプロファイルとして保
存する方法などについて取り組んでいる。

研究課題
1）半教師あり機械学習アルゴリズム
2）機械学習における判定根拠の可視化
3）対話型情報検索

最近の主要論文
1）M. Okabe and S. Yamada, “Clustering Using Boosted 

Constrained k-Means Algorithm”, Frontiers in Robotics 
and AI, Vol.5, 18 pages, （2018）.

2）M. Okabe and S. Yamada, “Active Sampling for 
Constra ined Cluster ing”, Journal  o f  Advanced 
Computational Intelligence and Intelligent Informatics, 
Vol.18, No.2, pp.232-238, （2014）. 

岡部　正幸（准教授）　Masayuki OKABE（Associate Professor）
082-251-9795　okabe@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
We are conducting research on how to acquire knowledge 

from data and how to utilize it. We are developing methods 
for learning and discovering latent classification rules and 
prediction formulas for a variety of data, including text, images, 
and sensor signals. We are also working on the construction of 
information retrieval and recommendation systems that utilize 
the acquired knowledge.

Our main research topics are: I. Semi-supervised machine 
learning algorithms, II. Visualization of decision grounds in 
machine learning, III. Interactive information retrieval. 

研究概要
本研究室では、データからの知識獲得とその活用方法に関

する研究を行っている。テキスト・画像・センサ信号など多
様なデータを対象として、潜在する分類規則や予測式などを
学習・発見する方法を開発している。また、獲得した知識を
活用した情報検索・推薦システムの構築にも取り組んでいる。

主な研究テーマとしては、Ⅰ . 半教師あり機械学習アルゴ
リズム、Ⅱ . 機械学習における判定根拠の可視化、Ⅲ . 対話
型情報検索、などがある。

Ⅰについては、限られた資源の中で予測性能を最大化する
方法に関する研究全般を指しており、利用できる訓練データ
の数量が限られている場合に有効な半教師あり学習に関する
研究はその中の 1 つである。その他、データのラベル付けに
必要なコストが限られている場合に有効な能動学習、異なる

データベース　Database Engineering
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主な研究対象としては、インターネットなどからの情報シ
ステムに対する攻撃を想定したネットワークセキュリティに
ついての攻撃と防御手段、IoT システムにおける情報セキュ
リティ技術などに取り組んでいる。さらに、情報セキュリティ
分野の学習教材開発として、情報セキュリティ技術および情
報セキュリティマネジメントについて学習することを想定し
た教材についても研究・開発を行っている。

また、その他の研究実績としては、これまでに将棋や囲碁
などの思考型ゲームにおけるゲーム AI 開発や、ゲーミング
シミュレーションと呼ばれる体験的学習手法を活用した教材
の研究・開発を実施している。

研究課題
1）情報セキュリティに関わる技術的研究
2）情報セキュリティ技術・情報セキュリティマネジメント

の学習に関する教材開発
3）思考型ゲームのプログラムに関する研究
4）ゲーミングシミュレーションの手法を用いた情報技術の

学習教材の研究

最近の主要論文
1）Nobusuke Sasaki, A Business Game as an Educational 

Too l  for  Learn ing about  In format ion Secur i ty 
Management, Proceedings of the 46th International 
Simulation and Gaming Association Conference（ISAGA 
2015）, Kyoto, pp.6-P-100-6-P-113, （2015）．

2）佐々木宣介、大将棋における特殊ルールの評価、情報処
理学会論文誌、Vol.57、No. 11、pp. 2436-2444、（2016）．

佐々木　宣介（准教授）　Nobusuke Sasaki（Associate Professor）
082-251-9552　sasaki@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
The development of the information society has highlighted 

the importance of ensuring“information security”. We study 
mainly about Information Security technology and Information 
Security Management System. The main topics of our research 
are as follows:
1）The study of Information Security technology.
2）The development of education tools for learning Information 

Security technology and Information Security Management.
3）The study of game AI System.
4）The study of education tools using the gaming simulation. 

研究概要
情報化社会の進展にともない、日常的にコンピュータおよ

びコンピュータが組み込まれたシステムが利用されるように
なっている。また同様に、インターネットは社会のいたる所
で利用される重要な社会インフラとなった。このような状況
で、情報セキュリティを確保することの重要性がますます高
まっている。そのため、情報セキュリティを確保するために
必要な技術および、情報セキュリティを統一的に維持管理す
るマネジメントシステムに関する研究に取り組んでいる。ま
た、組織・社会の中で情報セキュリティを確保していくため
には、情報システムだけの問題ではなく、個々の利用者が情
報セキュリティにおける脅威とその対応策について正しく理
解をして、対策を行っていくことが必要となる。そのような
人材育成に役立つ教材開発も目標としている。

情報セキュリティ　Information Security

研究課題
1）骨導音と気導音を利用した音声認識技術への応用
2）高次相関情報を適応した機械の異常診断への応用
3）確率システムを応用した環境情報処理

最近の主要論文
1）H. Orimoto, A.Ikuta, K.Hasegawa, “Speech Signal 

Detection Based on Bayesian Estimation by Observing 
Air-Conducted Speech under Existence of Surrounding 
Noise with the Aid of Bone-Conducted Speech”, Intelligent 
Information Management, Vol.13, No.4 （2021）

2）H. Orimoto, A.Ikuta, X.Wang, “State Estimation for Sound 
and Vibration Emitted from a Machine Based on Sound 
Measurement Under Existence of Background Noise”, 
Journal of Physical Science and Application, Vol.11, No.2 （2021）

3）折本　寿子，生田　顕，“音環境システムにおける非線形・
非ガウス・非定常性を考慮した出力分布予測”，電気学会
論文誌 C, Vol.140 No.11 pp.1249-1256（2020）

折本　寿子（教授）　Hisako ORIMOTO（Professor）
082-251-9804　orimoto@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
The actual sound environment systems inevitably contain 

arbitrary noise distribution in the observation data. As a result, 
the evaluation and the analysis become difficult when judged in 
the field of environmental impact assessment.

So that, state estimation method based on Bayes’ theorem is 
proposed. 

研究概要
実音環境では、一般的に観測データに任意分布型の背景雑

音が不可避的に混入するため、環境アセスメントの分野にお
いて観測データを用いる場合、評価・分析が困難となる。そ
の他、音声認識を行う場合は、周囲雑音により認識率が低下
することになる。そのため、雑音を取り除く信号処理が必要
になる。

本研究では、音環境評価のための外来雑音対策や、音声（気
導音）、骨導音を利用した認識率向上のための音声抽出法を提
案している。その際、ベイズ定理の級数展開表現を利用する
ことで、対象信号の高次相関情報まで考慮している。同時に、
不確実性を未知パラメータで取り扱うことで、多種多様な信
号の変動波形が推定可能な新たな状態推定法の研究を行う。

環境情報処理学　Processing of Environmental Information

Fig.1 Observed wave of the 
air -conducted speech signal 
under noise.

Fig.2 Estimated wave of 
speech signal
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ダクトANC模擬システム

骨導音を用いた音声復元　適応振動解析・AI による異常診断

研究課題
1）高性能・高効率の能動騒音制御システム
2）高度な非線形ノイズキャンセラーと音声復元
3）時系列データ（日射量など）の予測アルゴリズム

最近の主要論文
1）Y. Ma, Y. Xiao, et al., “Fetal ECG extraction using 

nonlinear adaptive noise canceller with multiple primary 
channels, ”IET Signal Process., vol.12, no.2, pp. 219-227, 2018.

2）Y. Ma, Y. Xiao, et al., “Statistical analysis of narrowband 
active noise control using a simplified variable step size 
FXLMS alg., ”Signal Process., vol. 183, 14 pages, Jun 2021.

3）W. Wu, Y. Xiao, et al., “An efficient filter bank structure 
for adaptive notch filtering and applications, ”IEEE Trans 
Audio, Speech & Lang. Process., vol. 29, no. 12, pp. 3226-3241, 
Dec 2021.

肖　業貴（教授）　Yegui XIAO（Professor）
082-251-9731　xiao@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
1）Active noise control（ANC）systems and applications 

in rotational machines, eco cars etc.:Implementation cost 
reduction and robust system development have been our focus 
in recent years.

2）Adaptive linear and nonlinear noise cancellers for speech 
signal enhancement:Adaptive algorithms and systems that are 
capable of recovering the high-frequency components based 
on both air-and bone-conducted speech measurements are our 
targets of research.

3）Linear and nonlinear adaptive systems including advanced 
neural network based schemes for time-series analysis and 
prediction:Recently, we are focused on the development of 
new solar radiation / insolation prediction models.

研究概要
情報通信システムにおいて様々な信号や雑音の解析・対策

が必要である。しかも、信号や雑音自身とシステムの特性が
時間とともに変化するのが通常である。そのような変化に適
応できるアルゴリズムやシステムの研究開発を行う。具体的
には、回転機械による工場騒音、エコカーのこもり音などの
抑制に有効な、高性能・高効率の能動騒音制御システムの研
究開発がまず課題である。産業界において強く求められてい
る、先端的かつ実装可能なシステムの研究開発に注力する。
次に、線形や非線形適応ノイズキャンセラーによる高精度の
音声復元に加えて、知能情報処理（AI）による時系列予測や
異常診断の研究も展開する。

適応情報システム　Adaptive Systems

研究課題
1）無線通信制御アルゴリズムの開発とその評価
2）被災地における災害情報提供システムの開発

最近の主要論文
1）H. Hashimoto and T. Shigeyasu, A new full-duplex 

wireless MAC protocol for inducing parallel transmissions 
between neighbors，International Journal of Grid and 
Utility Computing （IJGUC）, Accepted （2023 年 2 月）.

2）西本、重安、符号化パケットを用いた全二重無線通信に
おけるブロードキャスト受信率向上手法、情報処理学会論
文誌 , Vol.63, No2. Pp.478 ‒ 487, 2023.

3）中田、重安、NDN におけるキャッシュの冗長性排除を
目的とした人気コンテンツ集約、情報処理学会論文誌、
Vol.63、 No.2、pp. 549 - 558、2022.

4）T. Iwamoto and T. Shigeyasu, Adaptive NDN Content 
Delivery Mechanism on Mobile Networks, International Journal 
of Informatics Society （IJIS）（2 号）14 巻 pp. 85 ‒ 94, 2022.

5）Q. Gao, T. Shigeyasu, C.-X.Chen, A new DTN routing strategies 
ensuring high message delivery ratio while keeping low power 
consumption, Internet of Things, vol. 17, pp.1-12, 2022.

重安　哲也（教授）　Tetsuya Shigeyasu（Professor）
082-251-9818　sigeyasu@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
Recently, many kinds of portable computer devices with 

modules for broadband wireless access have been developed 
with the advancement of information and communications 
technologies. In parallel with the development, those devices 
have also established a wide variety of broad wireless networks.

In this study, fundamental and applied topics of the 
broadband wireless technology are considered. For example, as 
fundamental and applied topics, media access control protocols 
aiming for half duplex wireless communication network, and 
disaster information service systems employing broadband 
wireless network are considered, respectively.

研究概要
近年の情報通信技術の目覚ましい進歩に伴い、ブロードバ

ンドネットワークへのアクセス手段として無線通信デバイス
を有する情報端末が広く開発されている。また、これらの端
末により様々な目的のブロードバンドワイヤレスネットワー
クが構築されている。

本研究では、このようなブロードバンドワイヤレスに関し
て、基礎／応用の双方の課題に取り組んでいる。具体的には、
基礎的な研究として、無線通信性能そのものの高度化を実現
するための、無線通信制御アルゴリズムの開発とその評価を
行い、応用的な研究では、ブロードバンドワイヤレスネット
ワークの災害情報サービス提供システムへの応用に関する
テーマに取り組んでいる。

応用情報システム　Applied Information Systems
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研究課題
1）適応ファジィ制御システムの設計、解析と検証
2）多項式ファジィモデルによる適応制御システム設計
3）外乱オブザーバーを援用したロバストシステム設計
4）ファジィ理論を用いる意思決定システムの構築
5）ファジィラフ集合に関する研究

最近の主要論文
1）H. Han, et. al., “State and disturbance observers-based 

polynomial fuzzy controller, ”Information Sciences, vol. 
382-383, pp. 38-59, 2017. 

2）H. Han, “an observer-based controller for a class of 
polynomial fuzzy systems with disturbance, ”IEEJ TEEE C, 
vol. 11, no. 2, pp. 236-242, 2016. 

3）H. Han, “H-infinity approach to T-S fuzzy controller for 
limiting reconstruction errors, ”International Journal of 
Systems Science, vol. 45, Issue. 3, pp. 399-406, 2014. 

韓　虎剛（教授）　Hugang HAN（Professor）
082-251-9560　hhan@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
There are two kinds of adaptive fuzzy control systems: one 

is using the fuzzy approximators to deal with unavailable 
functions in the system to be controlled and all the parameters 
involved in the control system are tuned by some adaptive laws; 
another is using the so-called T-S/polynomial fuzzy model 
representing the system to be controlled and the error between 
each local T-S/polynomial fuzzy model and the local system 
is treated by either the fuzzy approximator or observer with 
adaptive laws to tune related parameters. Our research interests 
include both the aforementioned adaptive control systems, 
particularly the latter since very few existing results on the 
approach are reported. 

At the same time, we pay great attention to applications of the 
adaptive control systems proposed by us in order to verify their 
effectiveness and promote their applicableness. 

研究概要
ファジィ理論や遺伝的アルゴリズムなどのソフトコン

ピューティングの手法を用いて、不確かであいまいな情報の
加工・処理の技法について理論的及び実践的研究を行う。特
に安定性を立脚してファジィシステムの設計・開発を行う。
最近、T-S ／多項式ファジィモデルにシステムの不確かさ、
外乱およびモデル誤差が存在する場合の適応ファジィシステ
ムの設計とその検証を力に入れている。その中、従来のシス
テム状態観測器と同様、外乱観測器を用いる適応制御システ
ム設計に大きな関心をもち、研究開発を進めている。適応ファ
ジィシステムのイメージは、下図に示す。

適応ファジィ制御システム　Adaptive Fuzzy Control Systems

Fig.1  Management of multimedia traffi  c. 

研究課題
1）新世代ネットワークアーキテクチャに関する研究
2）IoT ネットワークにおけるサービス品質保証に関する研究
3）広帯域マルチチャンネルシステムにおける多元トラフィッ

クの総合制御に関する研究

最近の主要論文
1）K. Nagaoka and C. -X. Chen, “Throughput Efficiency of 

ARQ Protocols over Two Parallel Channels with Mutually 
Correlated Errors, ”IEICE Trans. on Fundamentals, Vol.
J103-A, No. 01, pp. 25-34, Jan. 2020.

2）L. Zou, C. -X. Chen, and K. Nagaoka, “An Empirical 
Study of the Effectiveness of Fallback on the ECN, ”
Proc. of IEEE Int’l Conf. AnNet 2020, April 20-23, 2020.

3）C. -X. Chen and K. Nagaoka, “Analysis of the State of 
ECN on the Internet, ”IEICE Trans. on Inf. ＆ syst., Vol. 
E102-D, No. 5, pp. 910-919, May. 2019.

陳　春祥（教授）　Chunxiang　CHEN（Professor）
082-251-9556　chen@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
As the Internet continues to grow as the infrastructure of 

communication systems, integrating sound, image, and movies; 
traffic control, which includes the error control, quality of 
service（QoS）and other factors are more important than ever 
due to the adoption of packet switching in the Internet. The 
main topics of our research are as follows（Fig. 1）:
・ Network management and operation
・ New architecture and traffic engineering on the Internet of 

things（IoT）
・ Error control, congestion control, and quality of service（QoS）, etc. 

研究概要
音声、映像、データなどのメディアを統合した多彩なディ

ジタル情報通信がインターネットという通信基盤で展開し、
さらに加速している。また家電のネットワーク対応や、ホー
ムネットワークなどがインターネットの深化とトラフィック
の急増に拍車をかけている。

しかし、交換方式としてパケット交換を採用したインター
ネットにおいて各種のメディアに応じた品質保証、高精細な
データ伝送、誤り制御、情報セキュリティ（情報の完全性、
可用性及び機密性等）、IoT（Internet of Things）の深化に
より増大していくトラフィックにおける運用・管理のスケー
ラビリティなどにおいて様々な問題点が顕在化してきた。そ
こでこれらの問題を根本的に解決すべく、次世代（あるいは
新世代）のネットワークアーキテクチャに着目し、数理的ア
プローチを用いて、システム性能評価、ネットワークフロー
制御、マルチメディア品質保証、高精細誤り制御などについ
て研究する。
参照：https://www.in.pu-hiroshima.ac.jp/chen/

情報ネットワーク研究　Information Networks
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研究課題
1）変化係数の推測問題およびその精度改良
2）統計モデルを用いた“生まれ年効果”の自動検出法およ

び統計的評価法の開発
3）原爆被爆者における間接被曝の影響を明らかにするため

の時空間疫学研究

最近の主要論文
1）T. Tonda, K. Kamo, M. Takahashi:Gamma Regression 

Model with Nuisance Baseline for Tree Growth Data, 
FORMATH, 20, 2021.

2）T. Tonda, K. Satoh:Estimating varying coefficients for 
longitudinal data without specifying spatial-temporal 
baseline trend, Journal of The Japan Statistical Society, 
47（1）， 1-12, 2017.

3）T. Tonda, K. Satoh, K. Kamo:Detecting a local cohort 
effect for cancer mortality data using a varying 
coefficient model, Journal of Epidemiology, 25（10）， 639-
646, 2015. 

冨田　哲治（教授）　Tetsuji TONDA（Professor）
082-251-9788　ttetsuji@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
1）Longitudinal data analysis
2）Spatial data analysis
3）Exposure data analysis

研究概要
データ解析法は多岐にわたるが、データのもつ情報の損失

を最小限にしつつ効率の良い解析を行うためには、解析対象
のデータの特性に応じて、適切な解析法を選択することが不
可欠ある。本研究室では、統計理論の開発に関する基礎研究
のみならず、基礎研究の成果を活用して、実学データへの応
用研究も積極的に進めている。

統計理論の開発等の基礎研究として、経時データ・空間デー
タ・曝露データなどの実学データで見られる様々なデータに
対する解析法を開発している。基礎研究で開発した統計理論
は、実学データに応用し、新しい事実の発見や、これまで考
えられていた仮説の検証等の場面で活用されている。

適用事例として、広島が長年抱える原爆被爆者の実態解明
に関する応用研究について説明する。共同研究を行なってい
る広島大学原爆放射線医科学研究所が管理する広島原爆被爆
者データベースに基づき、被爆者の被爆時所在地を位置情報
として扱い、基礎研究で開発した空間データに対する生存時
間解析法および放射線被曝による健康被害に関する数理モデ
ルを組み合わせることで、図のような広島原爆被爆者におけ
るリスク地図の作成し、リスクの円形非対称性を報告した。
これにより、黒い雨などの放射性降下物や誘導放射線などか
らの 2 次的放射線被曝の影響が示唆された。

統計モデリング　Statistical Modeling

研究課題
1）大規模システムの分散制御手法
2）不確かさの限界が未知なシステムの適応ロバスト制御
3）複数の制御対象の協調制御

最近の主要論文
1）重丸伸二、呉漢生、マッチング条件を満足しない不確か

さと相互結合のある大規模システムの分散適応スライディ
ングモード制御、電気学会論文誌 C、Vol. 138、No. 5、pp. 
603-610、2018

2）重丸伸二、呉漢生、未知のデッドゾーン構造をもつ大規
模システムに対する分散適応スライディングモード制御
則の一構成法、電気学会論文誌 C、Vol. 133、No. 5、pp. 
1003-1009、2013

重丸　伸二（准教授）　Shinji SHIGEMARU（Associate Professor）
082-251-9553　shige@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
In general, it is difficult to describe a real system by the 

precise mathematical model and the model usually has 
uncertainties due to modeling errors, measurement errors, 
linearization approximations, and so on. Such uncertainties 
may cause instability of the system. Therefore, it is important 
to design some stabilizing controllers for the system with 
uncertainties. In our study, we develop some robust controllers 
for various types of uncertain dynamical systems. our research 
interests include large scale systems, robust control, adaptive 
control, and their applications. 

研究概要
制御の方法は制御理論として体系化されていますが、抽象

的、数学的なものです。一方、実際の制御対象は、具体的、
物理的なものであり制御理論をそのまま実際の制御対象に適
用することはできません。この橋渡し役を行うのがモデルで
すが、一般に実際問題を数学的モデルで完全に表現すること
は困難であり、何らかの誤差や不確かさが存在します。そこで、
実際問題を完全にモデル化するのではなく、モデル内に不確
かさが存在することを認め、そのような不確かさがあっても
システムを安定化できるような制御則を導出することに力が
注がれています。このような問題をロバスト制御問題といい
ます。本研究室では、様々な不確かさをもつシステムを対象
にロバスト制御手法の開発や安定性解析を行っています。

動的システム研究　Dynamical Systems
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図 1：自己バランス生産ライン（Self-balancing Production Line）

最近の主要論文
1）広谷大助、上別府桃子、“2 路線サプライチェーンに対す

る線形関数を伴う在庫管理方針”、日本経営工学会論文誌、
Vol. 74、No. 2、pp. 22-29、2023.

2）Zhou Xin, and Daisuke Hirotani, "Revised Worker 
Collaborative Models for Cellular Bucket Brigades with 
Discrete Work Stations", 日本経営工学会論文誌 , Vol. 73, 
No. 2e, pp. 104-123, 2022.

3）Daisuke Hirotani, Katsumi Morikawa, Keisuke Nagasawa, 
and Katsuhiko Takahashi, Intelligent Engineering and 
Management for Industry 4.0 （Edited by Y. -H. Kuo. et al.）, 
Springer, publishing, （分担執筆：Exact Solution Method 
for Balancing of a Self-Balancing Production Line with 
Worker- and Station-Dependent Speed, pp. 57-64） 2022.

広谷　大助（准教授）　Daisuke HIROTANI（Associate Professor）
082-251-9737　dhiro@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
Recently, production systems become more bigger and 

more comlex. My research focuses such a producrion system. 
Especially, JIT（Just In Time） production system, supply chain 
management, and cell manufacturing systems. In addition, 
I am also interested in production management and control. 
Especially, dynamic worker assignment method for cross-
trained worker such as self-balancing production line （Bucket 
Brigades）. In above-mentioned research, it can be applied for 
many industries.

研究概要
益々巨大化・複雑化する生産システムの設計及び管理・運

用に関する研究を行っている。特に、JIT（ジャストインタ
イム）生産方式で用いられるかんばん方式、供給者から顧客
までを 1 つの鎖（チェーン）とみなし全体最適化を図るサプ
ライチェーン、及び従来から研究を行っている自己バランス
生産ライン（図 1）に代表される動的に作業者をうまく割り
当てる手法の研究を行っている。これらの研究は生産の分野
に限らず他の分野でも応用が可能であり、将来性が期待され
ている。

研究課題
1）サプライチェーンに関する研究
2）かんばん方式に関する研究
3）セル生産システムに関する研究
4）ラインにおける動的作業者割り当て法に関する研究

知的生産システム　Intelligent Production Systems
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また近年は、広島の地域ブランド事業や商店街の活性化事
業にも積極的に取り組んでいる。マーケティングの分野は、
地域の産業振興や観光資源の発掘といった分野でニーズが高
く、今後も地域貢献という視点から外部組織との共同研究を
継続して行っていく予定である。

研究課題
1）営業革新、営業戦略
2）流通システム
3）ブランド戦略
4）流通企業の存立根拠に関する研究

最近の主要論文
1）宮内拓智、小沢道紀、et al. 『ドラッカー思想と現代経営』

晃洋書房、（2010）.
2）粟島浩二「まちづくりにおけるドラッカー思想の応用に

関する一視点」『文明とマネジメント』Vol.8　ドラッカー
学会年報、（2013）.

3）粟島浩二「営業職における女性の増加と知識労働に関す
る一考察」『立命館経営学』第 54 巻第 4 号、（2016）. 

4）粟島浩二「百貨店の外商営業による顧客創造」『県立広島
大学経営情報学部論集』第 11 巻、（2018）.

粟島　浩二（教授）　Kouji Awashima（Professor）
awashima@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
This study pays attention to Sales Force Management in 

Japanese enterprises. Sales sections exist as a key section in 
most Japanese enterprises. But there are still not a lot of studies 
in Japan about this topic. In this study, I want to add a scientific 
insight to the essence of Sales Force Management., and present 
one solution to its various problems. Also, I am actively working 
on the regional brands in Hiroshima and the study on vitality of 
the shopping streets in recent years.

研究概要
企業のマーケティング活動のなかで重要な役割を果たして

いる営業という組織や機能に注目している。営業という部門
はほとんどの日本企業で、基幹部門として存在しているが、
研究の対象として取り上げたものはまだそれほど多くはな
い。営業の本質に科学的洞察を加え、営業が抱えている今日
的課題に対してひとつの解を提示したいと考えている。
より詳細な研究内容は、以下の通りである。
①組織営業とプロセスイノベーション
②営業におけるマーケティング理論の応用
③顧客購買行動
④顧客管理
⑤営業の倫理と業績評価

マーケティング　Marketing

2016）。それでは、これまでの「日本的経営」の基礎の上に
成立していた「日本的管理会計」はいったい何であったのか。
それはどのような要因から生み出されたものであったのか。
そしてどのように変化していくのか。当研究室では、このテー
マについての検討に着手したところである。

その一方で、当研究室の第 2 の研究テーマとして、中小企
業の管理会計実践についても考察を進めている。これまでは、
ケース・スタディの手法によって中小企業における管理会計
の導入促進要因（足立・岸保　2017）や管理会計実態の多様
性（足立・岸保　2019）などを検討してきた。近年では、承
継者確保の難航する日本の中小企業の実態（村上　2017）と
そこでの管理会計の役割について、質問票調査を用いた定量
的手法によって研究を進めている。

研究課題
1）管理会計と日本企業の経営管理に関する研究
2）中小企業の管理会計実践に関する研究

最近の主要論文
1）『セーレンの管理会計：高不確実性下の予算管理と人事評

価』中央経済社、2020 年。
2）「全社的業績目標による評価と管理者の役割曖昧性―現場

サポートのケース・スタディに基づいて―」（篠原巨司馬
氏と共著）『メルコ管理会計研究』12（I）：3-15、2020 年。

3）「経営者の認識を伴わない管理会計実践の可能性―中小飲
食企業　4　事例のケース・スタディに基づいて―」（岸保
宏氏と共著）『中小企業会計研究』5：35-45、2019 年。

足立　洋（准教授）　Adachi Hiroshi（Associate Professor）
082-251-9937　adachi@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
1）Management accounting and management in Japanese 

companies
2）Management accounting practices of small and medium-

sized enterprises

研究概要
近年の第1の研究テーマとしては、日本企業における経営管

理実践とそこにおける管理会計実践の結びつき、およびそれら
に対する外的・内的な影響要因に関する検討を進めている。

これまで、終身雇用制や年功主義など、日本企業によくみ
られる経営管理＝「日本的経営」、そしてこれらの経営管理
と結びついて日本企業で実践される「日本的管理会計」につ
いては、両者の関係性や、その特徴について理論的考察が
進められてきた（例えば Hiromoto 1988；Okano and Suzuki 
2007；上總　2003）。こうした研究動向を基礎として、当研
究室では、ケース・スタディの手法により、管理会計研究の
中核的テーマを占めてきた予算管理（Otley 1999）と終身雇
用制を中心とした「日本的経営」が、どのように組み合わさっ
て企業を取り巻く不確実性に対処しているのかを研究してき
た（足立　2020）。

その一方で、近年では「日本的経営」が変容を遂げ始めて
いるという指摘がなされるようになってきた（例えば一守　

管理会計学　Managerial Accounting
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社会的影響、14）実際の上場企業の有価証券報告書の分析・
検討

また、上記項目の主要な Topics は次のとおりです。1）日
本における IFRS 導入の方向性の研究、2）四半期財務情報
の作成者側の留意点・利用者側の留意点の研究、3）資産・
負債の新しい考え方（概念）の研究、4）包括利益という新
しい利益の考え方（概念）の研究、5）「黒字倒産」企業が発
生する中で示唆される「キャッシュ・フロー計算書」の機能
の研究、6）企業の資金調達手段の多様化とその資金調達ビー
クルの連結問題研究（SPE・投資事業組合等の連結問題研究）、
7）先進的財務諸表分析の研究、8）現代企業評価の研究、9）
資本市場を維持するための法制度の中での会計基準の意義の
研究、10）IFRS 採用後の日本企業の経営へのインパクトの
研究、11）IFRS 採用先端的日本企業の財務諸表の研究

研究課題
1）SPE 等を含めた連結会計の在り方の研究
2）企業の会計不正問題の研究
3）パンデミックや大規模自然災害の財務会計上の関連性の研究
4）負債の公正価値に関する研究

最近の主要論文
1）（単著）『現代の連結会計制度における諸課題と探求－連

結範囲規制のあり方を考える－』（2018 年、創成社）
2）「我が国の制度会計（企業会計法）における連結範囲規制

の現状と認識される課題『県立広島大学　経営情報学部論
集第 7 号』（2015 年）p85 ～ p109

3）「出資先等に関する連結範囲規制の一考察－ IFRS（国際
財務報告基準）第 10 号の投資企業等の」県立広島大学　
経営情報学部論集第 8 号』（2016 年）p129 ～ p147

4）「特別目的会社・信託等を巡る開示問題（第 1 回～第 4 回）」
『企業会計 Vol. 59 No.7』（p105 ～ p116）『企業会計 Vol. 59 
No. 8』（p112 ～ p122）『企業会計 Vol. 59 No. 9』（p119 ～
p128）、『企業会計 Vol. 59 No. 10』（p120 ～ p126）（2007 年、
中央経済社）

橋上　徹（准教授）　Toru HASHIGAMI（Associate Professor）
t-hashigami@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
This study focuses on some modern topics regarding 

the finacial accounting. The accounting system in Japan is 
dynamically changing and subejct to International Financial 
Reporting Standards（IFRS）due to the agreement between 
Accounting Standards Board of Japan（ASBJ）and the 
International Accounting Standards Board（IASB）. This study 
is composed of mainly 1）Study on the situation about the 
introduction of IFRS to Japan., 2）Study on new concepts of 
assets, liability, income and so on., 3）Study on the importance 
of the cash f low statement under some situatins where 
companies become insolvent., 4）Study on some adovenced 
analysies of finacial data.

研究概要
日本の財務会計は、既に世界 150 カ国近い国々で採用又は

採用が予定されている国際財務報告基準（IFRS:International 
Financial Reporting Standards）へのコンバージェンス（収
斂）の過程にあり、大きな変革をとげつつあります。実際に、
日本の上場企業でも、既に IFRS で投資家等のステーク・ホ
ルダーへの財務報告を IFRS で行っている又は行う予定であ
る企業が増加しています。授業では、このような変革期にあ
る、生きた現代財務会計の考え方（理論）・実務（実践手法）
を習得することを目標にし、研究します。具体的には、次の
ような項目を取り上げます。1）現代社会において会計が果
たす役割、2）意思決定有用性と会計責任、3）会計情報の作
成、4）貸借対照表の意義と機能、5）損益計算書の意義と機能、
6）キャッシュ・フロー計算書の意義と機能、7）株主変動計
算書の意義と機能、8）連結財務諸表の意義と機能、9）会計
情報の利用、10）企業評価と会計情報、11）資本市場と会計
基準の役割、12）IFRS と会計ビッグバン、13）会計基準の

財務会計研究　Financial Accounting Study

各国の金融政策、金融制度、経済指標について、最新の状況
の把握に努めている。

研究課題
1）家計の金融行動に関する実証研究
2）投資家センチメントに関する実証研究
3）地域経済活性化のための金融の役割に関する研究

最近の主要論文
1）塚原一郎（2016）「株価変動が個人投資家の株式需要に与

える影響」『県立広島大学経営情報学部論集』9、 pp. 115-
121.

2）塚原一郎（2017）「家計の株式投資行動の推移」『季刊個
人金融』2017 夏、pp. 2-9.

3）塚原一郎（2018）「家計のリスク資産に関する日米欧比較」
『県立広島大学経営情報学部論集』11、pp. 25-31.

塚原　一郎（准教授）　Ichiro TSUKAHARA（Associate Professor）
082-251-9558　i-tsukahara@pu-hiroshima.ac.jp

Research Topics
1）Empirical Analysis of Household Financial Behavior
2）Empirical Analysis of Investor Sentiment
3）The Role of the Financial Sector for Regional Economic 

Development

研究概要
金融システムに関連する事項で、特に近年注目されている

テーマに関する計量分析を行っている。
第一に、日本の家計の貯蓄や投資行動の特徴について、マ

クロデータやアンケートデータなどを用いて統計的に分析を
している。貯蓄や株式投資が多いのはどのような属性の家計
かを解明することにより、取るべき対策も変わってくる。金
融だけでなく、家計の労働や教育などの社会的な問題も考え
る必要がある。実証分析をする際には、複数の選択肢の中か
ら、資産の組合せと量を選択するモデルの推定方法、及び検
定方法についても考察を行っている。

第二に、日本の投資家センチメントの特徴と金融市場への
影響についての研究である。投資家がどの程度投資意欲があ
るかについて、どのように測ればいいのか、また、それが実
際の株式市場等の金融市場の価格形成にどのような影響を与
えるのか、実証研究を行っている。その際に、国内市場だけ
でなく海外市場との関係も分析している。

あわせて、中央銀行や政府の対応、経済指標発表等のニュー
スが、株価や為替レートなどにどのようなタイミングでどの
ぐらい影響をしているかも注目している。その前提として、

金融システム　Financial System
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現在進めている研究の目的は、上述のように、国際合弁企
業の知識創造プロセスの特徴を解明することである。具体的
には、（1）国際合弁企業の知識創造プロセスを規定している
環境状況とコンテクストの特定化、（2）知識創造プロセスと
組織成果の相互関係の解明、（3）合弁企業の組織プロセスに
関する新たな理論モデルの構築、および（4）国際合弁企業
のマネジメントに関する実践的な提言を試みることである。

研究課題
1）国際経営および知識経営に関する研究
2）戦略的提携、国際合弁企業に関する研究
3）リーダーシップに関する研究
4）コーポレート・ガバナンスに関する研究
5）企業再生に関する研究

最近の主要論文
1）平野実、「国際合弁企業の知識創造パターンの規定因と有

効性」『生産管理』13-1、pp. 43-54、（2006）
2）平野実、『国際合弁企業と知識創造』、晃洋書房、（2007）
3）平野実、「マツダの企業再生プロセス」、『経済学研究』

59-3、pp. 71-83、（2009）
4）Jaecho Lee and Minoru Hirano（2019）“How Can 

Instabilities of International Joint Venture Business 
be Controlled? : A Case Study of a Korea-Japan Joint 
Venture Company of Automotive Stamping Die”, 
Hiroshima Journal of International Studies, Vol. 25, pp. 17-27

5）平野実、「ドイツ経営システムの変遷とオメガ型経営」、『県
立広島大学　経営情報学部論集』13 号、65-75、pp. 65-75、

（2020）

平野　実（教授）　Minoru HIRANO（Professor）
082-251-9830　mhirano@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
1）International Management and Knowledge Management
2）Strategic Alliances and International Joint Ventures
3）Research on Leaders and Leadership
4）Corporate Governance
5）Corporate Turnaround Management

研究概要
現在進めている研究は、国際合弁企業の知識創造プロセス

の特徴を実証研究によって解明することを目的としている。
近年、企業間競争がグローバル化するにともない、わが国で
も多くの企業が、存続と成長の有効な手段として海外企業と
の合弁事業を展開してきている。企業は合弁事業を有効に展
開することにより、市場参入や技術革新の速度を早め、開発
リスクを削減し、経営資源を補完することができる。

合弁事業の展開は、両親企業と合弁企業が事業展開の中で
培った独自の優位性、すなわち知識を獲得・活用・創造するプ
ロセスとして捉えることができる。合弁事業では、両親企業の
既存の知識を活用するだけでなく、合弁企業が主体的に新たな
知識を創造する能力を構築することが極めて重要となる。

国際経営学の分野における合弁事業に関する従来の研究
は、内部化理論、資源依存理論、ゲーム理論などに基づいて
分析されてきた。国際合弁事業を両親企業の知識の融合と国
際合弁企業による新たな知識の創造プロセスとして捉えた場
合、組織的知識創造モデルは極めて有効な理論的枠組である
と考えられる。

ナレッジ・イノベーション・パターンの国際比較に関する研究　Global Knowledge Innovation Management

それによって各社がイノベーションを起こしやすい体質に変
革させるために必要なグループ内外部の企業間関係の調整や
学習による新たな競争力の再構築といった問題について果敢
に取り組んでいる（基盤研究（C））。最後に、アジアの企業
が持続的な競争力を強化・発展させていく過程を分析し、新
日本的経営のあり方（基盤研究（B）分担者）に関する研究
にも参加している。

研究課題
1）日韓の情報家電産業の経営戦略の比較研究
2）オープンイノベーションによる企業間ネットワークの形成
3）企業の特許データに対するテキストマイニングを用いた

日本企業の経営戦略の変遷など

最近の主要論文
1）朴唯新（2005）「高速動態市場における経営戦略」『経営

戦略と組織間提携の構図』、中央経済社、pp.137-152
2）Yousin Park and Yunju Chen（2010）“A Centrality 

Analysis of the Transaction Relationships in Panasonic” 
Artificial Life and Robotics, Vol.15, pp.395-399.

朴　唯新（教授）　Yousin PARK（Professor）
082-251-9826　ecventure@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
My research includes two topics. One is to examine whether 

the horizontal division or vertical integration is more effective 
in the business ecosystem. The other is to reveal the turnaround 
management of Japan’s electronics manufacturers in the view of 
groups’ inter-organizational relationships.

By social network analysis, I have visualized and examined the 
group structures of Panasonic and Sony groups before and after 
the massive losses in 2011 and examined the dynamic changes 
of their turnaround strategies. My findings will provide an 
alternative view for turnaround study and suggest the possibility 
of turnaround through the reorganization of inter-organizational 
relationships for Japanese electronics manufacturers.

研究概要
最近の主な研究テーマとしては、日韓の情報家電企業と

協力企業間の協力関係をビジネス・エコシステム（Business 
Ecosystem）の概念で捉え、日本のパナソニックグループ、
ソニーグループと韓国の Samsung グループ、LG グループ
と比較検討を行っている。特に、研究方法論として社会ネッ
トワーク分析（Social Network Analysis）やテキストマイニ
ング（Text Mining）などの定量的な手法を積極的に取り入
れ、企業間の活発なオープンイノベーションを促進する健全
なビジネス・エコシステムのあり方について分析している（若
手研究（B））。

さらに、各企業が保持している特許データを用いて、各社
の技術開発戦略の方向性についても比較検討を行っている。

経営戦略論　Strategic Management
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研究課題
1）ビジネスモデルの開発に関する研究
2）起業家教育に関する研究
3）イベントのプロジェクトマネジメントに関する研究
4）エンターテインメントビジネスのマネジメントとアカウ

ンティングに関する研究
5）事業計画の策定に関する研究

最近の主要論文
1）矢澤利弘（2020）「映画祭を活用したアントレプレナーシッ

プ教育の実践」『県立広島大学経営情報学部論集』、pp. 87-
92

2）矢澤利弘（2019）「地域活性化における映画資料館の役割」
『地域活性研究』、pp. 144-153

3）矢澤利弘（2018）「地域回遊型映画祭による地域活性化」『県
立広島大学経営情報学部論集』、pp. 9-24

4）矢澤利弘（2014）「映画制作費の資産計上と費用配分の会
計実務に関する考察」『広島経済大学経済研究論集』、pp. 
51-65

5）矢澤利弘（2013）「地域活性化のための映画祭の経営モデ
ル」『地域活性研究』Vol. 4、pp. 127-136

6）矢澤利弘（2011）「専門職出身の起業家の起業動機」『ア
ジア研究科論集』Vol. 21、pp. 27-42

矢澤　利弘（教授）　Toshihiro YAZAWA（Professor）
082-251-9824　tyazawa@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
1）Business Model Development
2）Entrepreneurship Education
3）Project Management on Event and Festival
4）Management and Accounting on Film Industry
5）Business Planning

研究概要
最近の主な研究テーマとしては、インターネットビジネス

とリアルビジネスの相互補完におけるビジネスモデルの進化
についての研究、ソーシャルビジネスにおける事業創出に関
する研究、イベントとフェスティバルのプロジェクトマネジ
メントに関する研究などがあげられる。そのなかでも、営利
組織、非営利組織を問わず、社会のあらゆる活動におけるア
ントレプレナーシップの機能に特に注目している。

本研究では、一般的にビジネスとは認識されていない諸活
動、あるいは従来は経営学的な研究対象として取り上げられ
ていなかった分野にフォーカスし、それらの諸活動を経営学
的な視点で解明していくことに重点を置いている。

例えば、映画祭を事例として取り上げ、その運営に関する
統合的マネジメントモデルの構築を目的とした研究（基盤研
究（C））や、野外イベントの創出過程を事例としたアント
レプレナーシップに関する研究などは、わが国における先駆
的な研究のひとつであり、外部組織との連携を図りながら今
後も継続していく予定である。

ビジネスモデル研究　Business Model

その他、2003 年以降、家計が学ぶべき金融経済教育（生
命保険教育を含む）に関する研究にも取り組んでいる。

研究課題
1）金融経済教育と家計の資産選択行動に関する実証研究
2）保険教育と家計の保険加入行動に関する研究
3）確定拠出年金加入者の金融資産選択行動に関する実証研

究
4）企業型確定拠出年金のガバナンスに関する研究
5）日本企業の企業年金制度の決定動機に関する実証研究

最近の主要論文
1）西村佳子・西田小百合・村上恵子（2022）「運営管理機関

登録業者一覧」データからみる運営管理機関の違い」『年
金と経済』Vol.41、No.1、pp.31-39.

2）村上恵子（2018）「社会人を対象とした生命保険教育に関
する考察」『生命保険論集』No.204、pp.75-99.

3）村上恵子・西村佳子・西田小百合（2017）「投資メニュー
に見る企業型確定拠出年金のガバナンス」『生活経済学研
究』第 45 巻、pp.81-93.

村上　恵子（教授）　Keiko MURAKAMI（Professor）
082-251-9835　keiko@pu-hiroshima.ac.jp

Research topics
1）Financial Education and Household Financial Behavior
2）Life Insurance Education and behavior of Insurance 

Subscribers
3）Behavior of Defined Contribution Pension Plan’s Participants
4）Governance of Corporate Defined Contribution Pension Plan
5）Japanese Corporate Pension Plans

研究概要
近年は、わが国の確定拠出年金制度の課題を明らかにする

ため、確定拠出年金制度の加入者そして制度導入企業の行動
に関する研究に取り組んでいる。

確定拠出年金制度加入者の研究においては、主に、金融教
育が加入者の金融資産選択行動に与える影響を分析してい
る。この研究の成果は、制度加入者の合理的な金融資産選択
を可能にする金融教育のあり方を考察するための基礎資料に
したいと考えている。

一方、制度導入企業の研究においては、確定拠出年金導入
企業が加入者に望ましい投資メニューを提示しているのかな
ど、主に確定拠出年金導入企業のガバナンスについて分析し
ている。この研究の成果は、確定拠出年金の透明性を高め、
本当の意味で公的年金を補完できる制度に育てることを目指
す上で、現制度の何が問題であるかを考察する材料にしたい
と考えている。

ファイナンス　Finance
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〒734-8558 広島市南区宇品東一丁目1-71
TEL（082）251－5178㈹

県立広島大学大学院
総合学術研究科
情報マネジメント専攻

●広島駅から
　【市内電車】 ❺広島港 (宇品 ) 行きにて｢県病院前｣下車　徒歩7分
　【バ　　ス】 　　  302号 (都市循環線 (まちのわループ )右回り )｢県立広島大学前｣下車後すぐ
　 　　  312号 ( 広島みなと新線 )／｢県立広島大学前｣下車　徒歩3分
　 　　  342号 ( 県病院前行き )／｢県病院前｣下車　徒歩2分すぐ
　 ※31号 ( 翠町 ) 線は、廃止 (上記路線に統合 )

●バスセンター (紙屋町 )から
　【市内電車】 ❶❸広島港 (宇品 ) 行き又は
　 宇品二丁目行きにて｢県病院前｣下車　徒歩7分

●広島港 (宇品 )から
　【市内電車】 ❶❺広島駅行き又は
　 ❸広電西広島 (己斐 ) 行きにて｢県病院前｣下車　徒歩7分

●八丁堀 (ヤマダ電機前 )から
　【バ　　ス】 広電バス｢1212号線 ( 仁保沖町 )｣にて
　 ｢県立広島大学前 (広島キャンパス )｣下車　徒歩1分

県立広島大学

302
312
342

JR山陽新幹線

アストラムライン

至 博多 至 岡山

広島県庁
●バスセンター●

●平和公園

平和大通り

至 岩国 至 福山

至 黄金山

至 広島港

県病院前

紙屋町西 紙屋町東
比治山
● ●段原

都市循環線
（まちのわループ）

出汐町交差点

県立広島大学前
（広島キャンパス）

広
電
比
治
山
線54

302

広島ななと新線312
県病院前行き342

487

2

県立広島大学
（広島キャンパス）

JR広島駅
JR新白島駅

❶

❺

八丁堀
❸

❶
❸
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修士論文題目一覧（令和４年度） 

【通常課程】 

● 日本企業の人事管理方針と女性従業員のキャリアに関する研究 

 

● 危機的状況におけるターンアラウンド・マネジメント 

―JAL の経営破綻時とコロナ禍の比較分析― 

 

● 日本企業の CSR 研究と中国企業への応用に関する—考察 

―イオンの成功事例を中心に― 

 

● 生成モデルによる画像・音質変換 

 

● 並行送信数増加を目的とした全二重無線 MAC プロトコルに関する研究 
 

 

【ET ( English Track )】 

● Speech recovery using adaptive noise canceller with multiple optimized primary 
channels 
 

● Controller Design based on a Class of Affine T-S Fuzzy Models with Fuzzy Rule 
Partition 

 
● A fault diagnosis method based on observed sound generated by a machine under the 

existence of background noise 
 

  



Master Theses (2022) 
【Regular Track】 

● Research on Personnel Management Policies and Career of Female Employees in 
Japanese Companies 
 

● Turnaround Management in Crisis Situations : The Comparison between Bankruptcy 
And COVID-19 Pandemic of Japan Airlines 
 

● A Study on CSR Research of Japanese Companies And its Application to Chinese 
Companies: Focusing on the Success Stories of the AEON CO.LTD. 

 
● The Image and Voice Conversion Using Generative Models 

 
● A Study on Full-duplex Wireless Communication MAC Protocol for Increasing 

Number of Simultaneous Transmissions 
 

 

【ET ( English Track )】 

● Speech recovery using adaptive noise canceller with multiple optimized primary 
channels 
 

● Controller Design based on a Class of Affine T-S Fuzzy Models with Fuzzy Rule 
Partition 

 
● A fault diagnosis method based on observed sound generated by a machine under the 

existence of background noise 
 

 


